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♂

洋
服
ダ
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鼠
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、
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収
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損
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台
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。
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燃
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。
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。
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災害

学
校
@
旅
館

市
内
小
中
学
校
、
県
立
我
孫
子
高
校

な
ど
一

O
六
円
対
象
物
町
立
入
検
査
の

結
果
、
消
火
器
の
占
、
検
お
よ
び
設
置
場

所
不
良
が
十
八
件
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
て

い
ま
す
固
つ
づ
い
て
、
せ
っ
か
く
取
付

け
ら
れ
て
い
る
避
除
口
誘
導
灯
の
電
球

切
れ
や
、
点
検
を
憂
す
る
も
の
十
六
件
、

消
防
計
画
未
提
出
の
も
の
六
件
、
カ
ー

@電力中央研究所での立入調査
救助袋の準備は万全庁

ロ
カ
ロ
リ
毎
時
を
こ
え
る
給
尚
、
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町
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カ
ソ
リ
ン
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C
リ
γ
ト
ル
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一

C

神
社
備
を
設
置
す
る
と
き
。

O
リ
ッ
ト
ル
未
満
を
貯
蔵
、
ま
た
は
取

口
両
日
比
、
ま
た
は
特
別
世
間
区
内
変
電
設
扱
を
す
る
と
き
。

備
を
設
置
す
る
と
き
。
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灯
油
、
ま
た
は
軽
油
一

O
Oリ
ソ
ト

口
水
素
ガ
ス
を
充
て
ん
す
る
気
球
を
設
ル
以
上
五
O
Oリ
ソ
ト
ル
未
満
を
貯
蔵
、

配
す
る
と
き
n

ま
た
は
取
扱
い
を
す
る
と
き
。

口
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
、
ま
た
は
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重
油
四
O
Oリ
ソ
ト
ル
以
上
二
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火
提
を
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

O
リ
ソ
ト
ル
未
満
を
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蔵
、
ま
た
は
取

を
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ロ

扱

い

を
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る
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き

。

。
壇
火
(
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ん
具
用
煙
火
や
」
除
く
)
向
。
圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
が
ス
四
0
キ
ロ
グ

打
上
げ
、
ま
た
は
仕
掛
け
を
す
る
と
き
。
ラ
ム
以
上
を
貯
蔵
、
ま
た
は
取
抜
い
を

口
劇
場
以
外
な
ど
の
建
築
物
、
そ
の
他
す
る
と
き
。

の
工
作
物
に
お
け
る
楠
刷
、
映
画
、
催
。
液
化
石
油
ガ
ス
(
フ
ロ
パ
ン
)
三
O

物
を
開
催
す
る
と
き
。

0
キ
ロ
ク
ラ
ム
以
上
を
貯
線
、
ま
た
は

口
水
道
町
断
水
、
ま
た
は
減
水
を
す
る
取
扱
い
を
す
る
と
き
u

と

き

。

誠

@

印

に

つ

い

て

は

、

個

人

的

住

居

口
消
防
除
の
通
行
、
そ
の
他
消
火
活
動
的
場
合
は
届
出
向
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
G

に
支
障
を
お
よ
ほ
す
お
そ
れ
の
あ
る
道
詳
し
〈
は
、
消
防
本
郁
子
防
係
ま
で

路

工

事

を

す

る

と

き

。

官

八

四

l
O
一
一
九

@大型庖舗での立入調査
非常口の表示が商品にかくれています。
これではいざという時に役立ません

日
を

写
真
、
生
花
、
そ
の
他
)
ロ

同
同
演
芸
大
会
(
待
問
、
民
語
、
歌
謡
曲
、

そ
の
他
)
。

山
同
間
持
、
将
棋
大
会

V
事
加
対
象
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、
お

よ
び
六
十
五
歳
以
上
町
市
内
在
住
の
方
ロ

wv
出
演
・
出
品
の
申
込
老
人
ク
ラ
ブ

会
貝
は
会
長
に
、
会
員
以
外
的
方
は
、

十
月
六
日
ま
で
に
、
市
悩
祉
事
務
所
福

祉
課
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

wv
問
い
合
せ
福
祉
事
務
所
福
祉
課
老

人
制
祉
係
官
八
五
一
一
一
一
内
綿

三一

O

崩
十
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
町
二
日

は
、
文
化
器
開
催
の
た
め
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
一
つ
つ
ヒ
荘
)
で
は
、
一
般

的
団
体
は
受
付
を
い
た
し
ま
せ
ん
。

宅
地
・
建
物
な
ど
不
動
援
の
知
激
'
こ
の
た
め
宅
地
建
物
取
引
業
会
と

を
知
ら
な
い
た
め
に
、
多
〈
の
ト
ラ
市
が
共
織
で
、
不
動
滋
無
料
相
談
を

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
九
汚
か
ら
限
時
間
し
ま
す
@

不
動
産
相
談
(
9
月
か
ら
新
設
)

軍
内
容
建
物
取
引
法
的
範
殴
出
川
の

wv
時
鋼
月
一
一
回
、
第
二
金
開
明
日
午

す
べ
て
を
、
業
会
町
一
ニ
名
が
相
談
に
前
十
時
か
ら
午
後
吉
一
時
ま
で
。

応
じ
ま
す
0

・

V
場
所
市
民
相
談
室

か
巾
'
Z
L
介
J

拘
d

出
甲
+
土
器
ー
し

4
T
d
l
H
V
4
f
4寸
究
司

4
f

交
通
規
制

V
期
間
九
月
寸
四
日
・
十
五
日
・
一
二
十
分
か
句
八
時
ま
で
全
耐
岨
h
d

十
六
日
の
三
日
間
u

V

場
所
区
間

φφ

。

V
場
所
十
叩
佐
地
以
全
面
片
郎
通
行

V
期
日
九
月
十
六
H

午
後
七
時

〔

車

両

通

行

止

〕

か

ら

七

時

三

十

分

ま

で

全

耐

泊

h
J
H

V
期
日
九
月
十
五
日
午
後
七
時
V
場
所

K
聞
の
T
h
Vムゴ

子

子

早

孫

刻

一

一

支??ャ早昼ょ っ

二
| スクール ゾーン | 
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テ
ン
な
ど
防
哨
処
理
が
必
要
な
も
の
六

件
、
避
難
日
避
難
路
の
確
保
町
必
要

な
も
の
五
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

共
同
住
宅
・
危
険
物

貯
蔵
所
・
取
扱
所

い
っ
た
ん
災
害
が
お
き
る
と
、
大
き

な
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
共
同

住
宅
、
危
険
物
附
蔵
所
・
取
持
所
町
立

入
検
査
を
行
い
ま
し
た
臼

そ
の
結
果
、
消
火
器
の
僚
唯
不
備
が

一
一
ト
三
門
.
消
火
議
波
町
議
替
の
必
要

な
も
の
二
十
二
件
、
カ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

y
 
針
ド
の
占
検
記
録
の
な
い
も
の
(
紛
央
を

か
含
む
)
十
七
件
、
危
険
物
貯
蔵
を
知
ら

い
せ
る
掲
一
市
恨
の
文
字
不
鮮
明
な
も
の
十

よ
六
件
、
消
火
器
内
設
置
を
必
要
と
す
る

巾
も
の
、
お
よ
び
設
置
物
所
不
通
が
十
六

しだ
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

A
い

は
い
ず
れ
に
し
て
も
、

A
だ
ん
か
ら
の

O
飲
食
属
、
料
理
宿
、
そ
の
他
こ
れ
ら

油

備

え

と

、

管

理

的

悪

さ

が

め

だ

っ

て

い

に

類

す

る

も

の

に

使

用

す

る

と

き

。

お

じ

い

ち

ゃ

ん

民

間

ノ

ー

一

消
そ
い
ざ
と
い
う
時
に
、
自
分
的
身
口
百

E
d
lケ
ソ

ト

、

そ

の

他

物

品

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

語

調

I
L
f
u
一

巳

十

九

日

日

目

M
Vけ
が

誌

は

日

目

当

ま

た

は

展

叩

タ

l
ト
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

対
こ
ん
な
時
は

o
王

筒

ま

た

は

共

同

住

宅

に

使

用

す

一

高

齢

者

文

化

祭

2

る
と
き
t

n

m

届
出
が
必
要
で
す
口
病
院
診
療
所
、
ま
た
は
助
産
所
に
使
一
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週

中

早

消

防

法

、

お

よ

び

市

火

災

予

防

条

例

用

す

る

と

き

。

一

間

は

可

老

人

福

祉

週

間

L

で
す
。

日
に
よ
り
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
消
防
長
口
各
種
学
校
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
穎
す
一
お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し

い

J
4
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
る
も
の
に
使
用
す
る
と
き
G

同
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
寿
奇
心
ず
勺
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、

市
消
防
本
部
で
は
、
大
火
災
地
盤
災
衣
の
よ
う
な
建
空
襲
、
建
築
口
工
場
、
ま
た
は
作
業
所
に
使
用
す
る
三
宮
今
日
ま
で
っ
ち
か
つ
て
き
た
知
機
と
経
験
を
社
会
に
役

害

防

止

の

た

め

、

学

校

・

共

同

住

宅

・

す

る

と

容

は

、

使

用

開

始

す

る

七

日

前

と

き

。

引

立

て

て

い

た

だ

き

た

い

も

の

で

す

。

事
操
所
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
ま
で
に
属
望
し
て
く
だ
さ
い
0

0

倉
庫
に
使
用
す
る
と
き
。
一
今
年
も
、
九
月
十
五
日
に
タ
l
ト

リ

ガ

主

主

で

、

富

祉

事

務

所

在

危
険
物
貯
蔵
所
、
取
扱
所
な
ど
の
立
入
口
公
会
堂
、
ま
た
は
愛
護
に
使
宇
設
の
よ
う
な
場
言
、
あ
ら
か
じ
め
一
ン
ヒ
y
ク
(
高
齢
者
ス
ポ

i
y大
会
)
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

検

査

を

行

な

っ

て

い

ま

す

。

る

と

き

。

属

望

し

て

く

だ

さ

い

0

7

君

、

十

月

二

十

四

日

、

二

十

五

日

高

齢

者

文

化

祭

ニ
の
立
入
検
査
の
結
果
で
は
、
備
え

O
遊
技
場
に
使
用
す
る
と
き
。
@
ボ
イ
ラ
ー
、
ま
た
は
発
熱
量
六
万
キ
刊
に
高
齢
者
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
十
月
二
十
四
日

ら
れ
て
い
る
消
火
器
ゃ
、
避
鵬
首
、
選

J

N

お

じ

い

ち

ゃ

ん

、

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

、

十

月

二

十

五

日

難

路

誘

議

灯

な

ど

が

、

+

骨

に

生

か

さ

タ

1
ト
リ
シ
ビ
ッ
ク
大
会
で
体
を
動
か
V
日
時
十
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日

れ

て

い

な

い

点

が

指

摘

さ

れ

て

い

ま

す

。

比

一

句

高

齢

者

文

化

県

で

日

頃

の

腕

前

を

午

前

九

時

三

十

分

か

ら

午

後

一

一

一

時

三

十

こ

の

よ

う

な

防

災

施

設

は

、

い

ざ

と

披

露

し

て

み

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

ω

分。

い

う

時

の

た

め

に

、

ふ

だ

ん

か

ら

の

繰

タ

I
ト
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

V
会
場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
つ
つ
じ

持
管
理
奇
心
が
け
た
い
も
の
で
す
ロ

(
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
)

wv
内
容
川
展
覧
会
(
絵
画
、
書
道
、
.

九

月

十

五

日

V
日
時
九
月
十
五
日
(
土
)
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

wv
会
場
湖
北
台
中
央
公
園

wv
参
加
対
象
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、
お

よ
び
六
十
五
歳
以
上
向
市
内
在
住
で
健

康
な
方
u

V
申
込
方
法
安
定
ク
ラ
ブ
会
貝
は

会
長
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
②

一
般
の
方
は
、
九
月
八
日
ま
で
に
、
ハ

間間寄ドi間
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停
車
、
時
都
機
引
制
抽
聞
な
ど
に
つ
い
て
、
古
則
的

然
滋
同
婦
が
自
常
生
活
向
呉
体
的
叫
な
制
mh快

走
行
い
ま
す
G

鴎

品

陥

淡

唖

V

時
間
関
午
線
九
時
ω

ニハ
V

分
か
ら
十
一

V
M
1
2
υ
B
E
H
L
H

時一一…ハ
U
A吋

宵
闇
品
税
制
附
を
次
的
認
相
慌
で
一
行
い
ま
す
ロ
明
v
会
嶋
欄
湖
北
'
宮
市
口
氏
セ
ン
タ

内
河
湾
状
況
を
、
よ
く
個
師
察
し
て
母
子

w
v
申
込
み
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申
し
込

チ
白
紙
に
総
入
す
る
主
フ
心
が
け
ま
し
よ
ん
で
く
だ
さ
い
。
ハ
万
奏
で
申
し
込

う
。
(
該
当
耳
で
弁
砕
い
方
で
も
綴
絞
め
む
方
は
、
住
所
島
災
会
‘
年
齢
e

山山

あ
る
時
は
、
税
制
閉
し
て
く
だ
替
、
〉
串
桂
子
定
沼
宥
淑
総
勢
惨
を
記
入
し
て

母
手
帳
T
絞
を
あ
れ
ず
に
持
参
し
て
く
く
だ
幸
い
a

だ
普
い
o

w

v

申
込
み
発
我
孫
子
市
殺
孫
子
一
八

V
絞
滋
機
織
怨
蕊
十
聞
出
年
一
一
一
月
・
五
十
本
八
、
殺
綴
管
制
哩
端
部
宮
内
線
五
円
〕
九

月
・
六
月
生
ま
れ
の
乳
党
革
命
後
、
奇
数
同
月
は
抑
制
北
品
同
市
民
投
ン

V
時
際
午
前
九
時
一
一
一
O
分
か
ら
十
一
タ
l
で
、
岡
回
数
丹
は
品
開
芯
会
館
で
行

時
と
午
後
…
時
か
ら
…
以
降
、
フ
予
定
で
す
む
(
締
問
機
管
捌
相
貌
〕

搭
品
幽
み
が
き
州
制
叫
慨
も
行
っ
て
い
ま
す
，
一
第
一
腿
…
:
r
!
i
i
!
E
一

品
深
め
だ
も
、
い
っ
し
ょ
に
お
い
で
一
九
月
十
品
…

8
2
3
5
J

〈
だ
多
い
。
(
縫
康
管
壊
編
時
)
i
ぷ
ニ
務
一
般
州
事
の
保
守
袋
発
一

村山
1

一九
mnム
γ
八
nu

山町一偽札栄蕊
1

h

割臼竹待生一

般
軒
町
:
訂
配
引
け
U

u
h

一
ム
若
手

E
純
一
の
義
語
v

…

三
種
混
合
予
防
接
種

一一一料開必
A
V予
防
報
鶴
市
山
初
出
回
一
第
一

開
制
〉
を
次
的
悶
訟
で
一
打
い
ま
令
。

出
出
か
け
る
出
に
体
温
を
制
川
{
砲
し
、
附
附

(3) 

育

1919，~ムム

明
十
掛
閉
め
品
同
世
間
平
、
旅
行
町
一
コ
?
を

八
ミ
リ
に
等
し
で
、
後
で
胤
る
の
は
、

と
て
も
揮
し
い
も
の
で
す
ω

「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
(
チ
ョ
ウ
)
の
柄
引

化
的
瞬
間
的
機
際
的
時
H
H
、
菅
労
し
ま

し
た
e

い
つ
刑
制
化
寸
る
か
わ
か
ら
な
い
ミ
げ
の
防
好
会
「
東
京
入
・
八
最
で
す
か
ら
昼
に
裁
臨
時
約
八
ミ
リ
を
で

の
て
一
家
合
一
波
徽
伎
で
、
見
守
っ
て
ッ
パ
会
ど
に
入
三
札
機
会
み
が
き
ま
し
き
る
ん
で
す
げ

い

た

ん

で

す

よ

以

た

@

神

奈

川

的

事

ケ

崎

に

皆

川

ま

れ

た

吉

税
関
学
久
さ
ん
(
五
一
念
)
新
木
…
ム
務
総
さ
ん
の
終
業
は
、
電
気
メ
;
カ
間
さ
ん
は
‘
小
さ
い
間
引
か
ら
機
械
や

り
入
六
野
鳥
を
守
る
合
会
災
で
‘
野
!
的
識
外
向
凶
村
山
凶
綬
物
的
翻
訳
〈
日
本
ラ
ジ
オ
晶
げ
り
が
好
き
だ
っ
た
そ
う
で

魚
崎
や
ホ
タ
ル
、
白
熱
を
八
也
、
も
り
で
ぬ
彩
縦
を
英
語
に
)
の
ι
弘
前
宇
で
す
。
コ
仕
様
す
。
今
で
も
、
仕
事
と
曜
味
を
一
校
ね

し

て

い

ま

す

。

は

家

で

、

お

も

に

夜

に

や

ら

ん

T
寸
よ
。
た
寸
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ビ
ナ
ー
タ
!
い

書
留
さ
ん
内
八
ミ
リ
燃
は
、
し
γ
五

年

を

自

作

し

て

い

ま

す

白

険

事

一

郎

監

に

'

V

ら

い

に

な

り

ま

す

ぬ

東

京

に

あ

る

八

は

、

と

こ

ろ

伸

慨

し

と

温

あ

・

り

ゆ

る

包

ウ
ナ
郎
防
削
や
シ
ン
タ
ロ
ス
コ
;
プ

門
滋
子
計
総
)
が
な
ら
び
、
ち
ょ
っ
と

し
た
電
気
の
研
究
室
め
よ
う
で
ナ
ぉ

「
私
は
、
叫
明
性
な
ん
で
し
ょ
う
ね
a

一
つ
め
ニ
と
を
品
川
滅
的
じ
ゃ
ら
な
い

と
気
が
ナ
ま
な
い
J

ん
で
す
よ
い
と
諮

る
資
随
然
、
ん
は
、
今
吋
我
孫
子
野
鳥

紋
時
総
L

と
寸
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
物
註
伊

内
大
作
を
制
作
中
で
す
。
法
に
は
、

コ
我
孫
子
一
野
草
歳
時
犯
し
と
い
う
テ

i
7
で
、
代
孫
子
め
飯
事
的
態
筏
告
、

λ
ミ
リ
で
移
?
計
愉
附
だ
そ
う
で
す
D

空券

マ
方
法
ア
ン
ケ
ー
ト
み
い
両
党
滋
‘
日
開
戦
入
者
、
お
よ
が
滋
知
a
紛
れ
的
方
は
、
ハ

後
綾
比
政
令
一
期
織
的
・
総
判
が
あ
る
と
怒
カ
キ
に
住
所
・
総
綴
鞍
一
と
絞
め
氏
名
司

わ
れ
る
穏
に
、
あ
ら
た
め
て
通
知
し
、
出
品
約
ゑ
々
肉
凡
日
・
↑
恥
入
年
月
呂
を
記
入

燃
は
献
を
一
行
い
ま
す
日
し
て
品
問
機
総
雨
一
一
一
歳
児
係
(
抽
出
荷
給
一
…

V
鈴

滋

八

時

月

下

旬

波

浪

)

へ

議

滋

し

て

く

ど

き

い

。

山
間
一
地
和
五
十
問
問
年
続
出
月
…
u
u
以

内

仰

の

し

松
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